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●被検者１人（１検体）に3種類の採血管（灰色、赤色、
紫色）を使用。 
 
●採血管は室内温度(22±5℃)になってから使用する。 
 
●採血前に採血管のゲル部分を手で握るなどして温め
ないこと。 
 

●各採血管に規定量（1mL）を採血する。 
 
●規定量の血液が採血されたことを確認する（採血量
が0.8～1.2mLの範囲であれば、検査結果に影響が
ない）。 

《シリンジ採血後、採血管に分注する場合》 
●針刺し事故及び血液凝固に十分注意し、それぞれの
採血管に規定量を分注する。 
 

その他の採血方法 
 
《翼付針チューブを使用して採血する場合》 
●採血管で採血を開始する前に市販の一般的な真空
採血管を用いてチューブ内の空気を抜き、チューブ
に血液が満たされていることを確認する。 
 
●採血管を立てた状態にし、規定量が採血された時に
採血管をはずす。 

採血方法 
 
●採血管に真空採血管用ホルダーから直接採取する。 

機械器具56　採血又は輸血用器具 
管理医療機器　真空密封型採血管　35414000

医療機器認証番号　220AABZI00144000

クォンティフェロン�TBゴールド用採血管　使用方法 



●採血後、採血管を上下に5秒間又は10回振って混合
する。 

●採血管の内表面全体が血液で覆われていることを
確認する。 
 
 
●強く振りすぎると分離剤の成分が血液と混ざり、誤っ
た結果になることがある。 

●採血後の血液検体は、出来るだけ早く（採血後16時間以内に）37℃のインキュベーターに
入れなければならない。 
 
●培養前の採血管は、22±5℃に保存する。これ以外の温度で保存すると誤った結果になる
ことがある。血液検体は冷蔵又は冷凍してはならない。 
 
●採血後、血液をすぐに培養できない時は、培養直前に再度採血管を上下に5秒間又は10回
振ること。 
 
●本品の使用に関しては、クォンティフェロン�ＴＢゴールド用採血管の添付文書を確認すること。 
 

PIDT221001-ATSEA


	2010 09 30_クォンティフェロン使用方法_表　3校目
	2010 09 30_クォンティフェロン使用方法_裏　3校目

